
第 2 回 副作用研究会 
拝啓 

時下，皆様におかれましては，益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。 

さて，この度，第 2 回の岡山副作用研究会を開催することとなりました。第 1 回は多くの先生方にご参加い

ただき感謝申し上げます。引き続き「地域における医薬品の安全性の向上」を目指し，医薬品の有害作用の

メカニズムや誘発要因の解明，回避対策の探求などについて学び，活発な議論を交わしたいと存じます。 

ご多忙中，多くの先生方のご参加をお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 杉山 聡一郎 先生 

医薬品副作用被害救済制度について 
 

 主催： 岡山副作用研究会 

 共催： 岡山県病院薬剤師会 

  岡山県薬剤師会 

  日本医薬品安全性学会 

※ 本研究会は、日病薬病院薬学認定薬剤師制度（研修番号 I-2：0.5 単位、Ⅳ-1：0.5 単位）、日本薬剤師認定

研修センター認定研修 1 単位を申請する予定です。 

※ 本研究会は、日本医薬品安全性学会の認定を受けており、単位申請が認められています。 

※ 駐車場をご利用いただけます（岡山赤十字病院駐車場） 

 

 

日  時  2018 年 5 月 23 日（水） 19:00～21:00 

場  所  岡山赤十字病院  

         岡山市北区青江二丁目 1 番 1 号：TEL 086-222-8811  ※病院駐車場使用可 

参加費  500 円 

 第 1 部 一般演題                      19:00 ～ 20:00 

 第 2 部 特別講演                      20:00 ～ 21:00 

座長：倉敷中央病院 薬剤部本部長 髙栁 和伸 先生 

座長：倉敷中央病院 薬剤本部長 髙栁 和伸 先生 

総合司会 岡山赤十字病院 薬剤部長 森 英樹 先生 

テーマ 

「岡山副作用研究会のこれからを考える」 

① ワルファリン薬効過剰出現と栄養摂取状況についての話題提供 

  吉備高原医療リハビリテーションセンター 薬剤部長 冨岡 謙二 

② プレアボイド報告についての話題提供 

  倉敷中央病院 調剤室長 益本 周治 


